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要約
本研究は、小学校 4～6年生 974 名（男子 467 名，女子 507 名）を対象にして、レジリエンスと









The purpose of this study is to investigate the relationship between resilience and aggression
of elementary school children by using data from 974 elementary school fourth, fifth, and
sixth graders (467 males and 507 females). Results indicated the aggression scores of boys






with physical attack. Boys who were high in resilience scores showed lower scores in
physical attack, hotheadedness, and hostility, but, on the other hand, showed higher scores
in verbal attack. These findings imply that we have to include contents that can control
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Ⅱ．研究方法
１．分析対象者
愛知県内の 4つの小学校の 4～6年生 1004 名（当日欠席者は除く）に調査票を配布・回収し，そ
のうち，①性別無回答の者，②レジリエンス項目に無回答のある者，及び，③無回答項目の多い
























攻撃性の得点化は，項目 13 の「かっとなってもすぐにおさまる」及び項目 22 の「どんな時でも
人を叩いたり，蹴ったりしてはいけないと思う」の 2項目（表 1参照）は，「まったくあてはまら
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ない」を 4点，「あまりあてはまらない」を 3点，「よくあてはまる」を 2点「とてもよくあてはま
る」を 1点とした。他の項目は「とてもよくあてはまる」を 4点，「よくあてはまる」を 3点，「あ




1，2，6，7，19 の合計，身体的攻撃得点は項目 3，9，12，17，18，22 の合計，短気得点は項目 4，
8，10，13，15，23 の合計，敵意得点は項目 5，11，14，16，20，21 の合計を各得点とした。得点




性別 男子 女子 合計






2.．いやな時はいやだとはっきり言う 311(66.6) 314(62.1) 625(64.2)
19．やりたいと思ったことはやりたいとはっきり言う 294(63.0) 310(61.3) 604(62.1)
7．じゃまをする人がいたら文句を言う 249(53.4)** 207(40.9) 456(46.9)
6．友達の考えに賛成できない時ははっきり言う 213(45.6) 223(44.1) 436(44.8)






22．どんな時でも人を叩いたり蹴ってはいけない（逆） 229(49.1)** 183(36.2) 412(42.4)
3．叩かれたり蹴られたりしたら必ずやり返す 206(44.3)** 161(31.8) 367(37.8)
18．叩かれたら叩き返す 204(43.7)** 155(30.7) 359(36.9)
17．人に乱暴なことをしたことがある 200(42.8)** 136(26.9) 336(34.5)
9．からかわれたら叩いたり蹴ったりするかもしれない 160(34.6)** 119(23.7) 279(28.9)
12．自分を守るためなら暴力をふるうのも仕方ない 174(37.3)** 90(17.8) 264(27.1)
短
気
13．かっとなってもすぐおさまる（逆） 231(49.9) 236(46.6) 467(48.2)
8．すぐ怒る方だ 180(38.6) 199(39.3) 379(39.0)
23．よく口げんかをする 190(40.7) 186(36.7) 376(38.6)
4．友達とけんかをすることがある 198(42.5)* 177(34.9) 375(38.5)
15．ちょっとしたことで腹が立つ 113(24.2) 146(28.9) 259(26.7)
10．すぐけんかをしてしまう 112(24.1) 101(20.0) 213(22.0)
敵
意
16．普段仲良くても困った時助けてくれない友達もいる 196(42.2) 220(43.5) 416(42.8)
11．人から馬鹿にされたり意地悪されたことがある 210(45.1)* 191(37.7) 401(41.3)
5．友達に馬鹿にされているかもしれない 160(34.4) 161(31.8) 321(33.0)
21．私の悪口を言う人が多いと思う 120(25.8) 140(27.7) 260(26.8)
20．本気でいやだと思う人がたくさんいる 120(25.8) 124(24.5) 244(25.1)
14．友だちの中にはいやな人は多い 101(21.7) 128(25.2) 229(23.5)






対象者 974 名のレジリエンス得点分布の低い方から 33.3％毎に 3群に分け，低群，中群，高群
とした。しかし，同じ得点は同じ群にしたので 3 群は正確に 33.3％ごとになっていない。従っ
て，低群 321 名（男子 156 名，女子 165 名），中群 351 名（男子 165 名，女子 186 名），高群 302 名
（男子 146 名，女子 156 名）となった。
５．比較の方法





した。その結果，レジリエンス尺度 21 項目全体のα係数は 0.830 であった。次いで，攻撃性尺度
23 項目全体のα係数は 0.857 であり，下位尺度の言語的攻撃 5項目は 0.587，身体的攻撃 6項目























うに，今回使用した攻撃性項目 23 項目中 10 項目の訴え率に有意差が認められ，すべて男子の方
が高かった。
（2）性別にみた攻撃性得点
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表 2．性別にみた 4因子の攻撃得点
因 子 性 別 人数 平均（標準偏差）
言語的攻撃 男 子 465 13.2(3.0) **
因子得点 女 子 503 12.6(2.9)
身体的攻撃 男 子 460 14.2(4.4) **
因子得点 女 子 498 12.0(4.2)
短 気 男 子 458 13.4(4.1) NS
因子得点 女 子 501 13.1(4.2)
敵 意 男 子 457 13.0(4.2) NS
因子得点 女 子 504 13.1(4.0)
攻撃性得点 男 子 441 53.9(11.5) **
（合計） 女 子 485 51.0(11.1)
**：P ＜ 0.01、NS：無意、ｔ検定
（2）身体的攻撃得点






レジリエンス Ｎ 言語的攻撃得点 Ｆ値 Ｐ値
３群 平均（ＳＤ）
高 群 146 13.7(3.1) 5.424 0.005
中 群 164 13.3(2.7)
低 群 155 12.6(3.1)
多重比較 低群 ＜ 高群
多重比較：Ｐ＜ 0.05
表 4．レジリエンス得点 3群からみた言語的攻撃得点（女子）
レジリエンス Ｎ 言語的攻撃得点 Ｆ値 Ｐ値
３群 平均（ＳＤ）
高 群 154 12.9(2.8) 2.874 0.057
中 群 185 12.8(2.8)




レジリエンス Ｎ 身体的攻撃得点 Ｆ値 Ｐ値
３群 平均（ＳＤ）
高 群 145 12.5(3.8) 29.518 0.000
中 群 161 13.8(4.3)
低 群 154 16.1(4.1)
多重比較 低群 ＞ 中群 ＞ 高群
多重比較：Ｐ＜ 0.05
表 6．レジリエンス得点 3群からみた身体的攻撃得点（女子）
レジリエンス Ｎ 短気得点 Ｆ値 Ｐ値
３群 平均（ＳＤ）
高 群 152 10.4(3.5) 22.177 0.000
中 群 182 12.1(4.2)
低 群 164 13.4(4.3)
多重比較 低群 ＞ 中群 ＞ 高群
多重比較：Ｐ＜ 0.05
（3）短気得点





表 9 に示すように，男子のレジリエンス 3 群間からみた敵意得点は，低群 13.9(3.9)，中群
13.4(4.4)，高群 11.6(4.0)であり，3群間に有意差がみられ，多重比較では低群・中群＞高群で
あった。また，表 10 に示すように，女子の敵意得点は 3群間に有意差がみられ，多重比較では低
群・中群＞高群であった。男女とも高群が最も低かった。
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表 7．レジリエンス得点 3群からみた短気得点（男子）
レジリエンス Ｎ 短気得点 Ｆ値 Ｐ値
３群 平均（ＳＤ）
高 群 144 11.5(3.5) 33.941 0.000
中 群 163 13.4(3.8)
低 群 151 15.1(4.1)
多重比較 低群 ＞ 中群 ＞ 高群
多重比較：Ｐ＜ 0.05
表 8．レジリエンス得点 3群からみた短気得点（女子）
レジリエンス Ｎ 敵意得点 Ｆ値 Ｐ値
３群 平均（ＳＤ）
高 群 155 11.2(3.4) 29.617 0.000
中 群 183 13.4(4.1)
低 群 163 14.5(4.3)
多重比較 低群 ＞ 中群 ＞ 高群
多重比較：Ｐ＜ 0.05
表 9．レジリエンス得点 3群からみた敵意得点（男子）
レジリエンス Ｎ 攻撃得点 Ｆ値 Ｐ値
３群 平均（ＳＤ）
高 群 142 11.6(4.0) 13.578 0.000
中 群 161 13.4(4.4)
低 群 154 13.9(3.9)
多重比較 低群 ＞ 中群 ＞ 高群
多重比較：Ｐ＜ 0.05
（5）攻撃性の合計得点
表 11 に示すように，男子のレジリエンス 3 群間からみた攻撃性の合計得点は，低群 57.4
(11.4)，中群 54.0(11.5)，高群 50.0(10.3)であり，3群間に有意差がみられ，多重比較では低群




レジリエンス Ｎ 攻撃得点 Ｆ値 Ｐ値
３群 平均（ＳＤ）
高 群 155 11.5(3.7) 20.838 0.000
中 群 185 13.3(3.7)
低 群 164 14.3(4.1)
多重比較 低群 ＞ 中群 ＞ 高群
多重比較：Ｐ＜ 0.05
表 11．レジリエンス得点 3群からみた合計攻撃得点（男子）
レジリエンス Ｎ 攻撃得点 Ｆ値 Ｐ値
３群 平均（ＳＤ）
高 群 139 50.0(10.3) 15.543 0.000
中 群 156 54.0(11.5)
低 群 146 57.4(11.4)
多重比較 低群 ＞ 中群 ＞ 高群
多重比較：Ｐ＜ 0.05
表 12．レジリエンス得点 3群からみた合計攻撃得点（女子）
レジリエンス Ｎ 攻撃得点 Ｆ値 Ｐ値
３群 平均（ＳＤ）
高 群 148 47.0(9.8) 17.292 0.000
中 群 177 51.7(10.8)
低 群 160 54.0(11.6)
多重比較 低群 ＞ 中群 ＞ 高群
多重比較：Ｐ＜ 0.05
３．攻撃性下位尺度 4因子相互の相関関係
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表 13．攻撃性下位尺度 4因子相互の相関係数と人数（男子）
①言語 ②身体 ③短気 ④敵意
①言語的攻撃得点 0.270** 0.278** 0.174**









①言語 ②身体 ③短気 ④敵意
①言語的攻撃得点 0.377** 0.388** 0.169**
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